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は朝食２時間後の CPR index であり一定のカットオフ値の採用により８０％の特異度
で推測できた。
２型糖尿病はインスリン分泌能が経年的に低下する進行性の疾患であり、多くの患











用・頻回インスリンの 3 群に分けた。ANOVA 分析の結果、頻回インスリン療法群は他群に比
し一部を除きすべての CPR レベルが低値であった。ROC 分析とロジスティック解析結果は、
頻回インスリン療法の必要性を判別する最も有用な CPR マーカーは朝食 2 時間後の CPR 
index であることを明らかにした。非肥満日本人 2 型糖尿病において CPR の一定の cut-off 値
以下で、80%の特異度をもって頻回インスリン療法が必要であることを決定できる。 
